



















































































































くI> N Hi，……という (Adj.)N 2だ/である(及びその否定)1)
くl>二二主に立Nが〔存在、出現、多寡を表す述語(及びその否定)J
(いる、ある、現れる、多い、少ない等〉
















































































































































































































































































































井上和子 (1976) 11変形文法と日本語上~ (大修館書広〉








工藤真由美 (1992) i現代日本語の時間の従属構文J W横浜国立大学人文紀
要139 
高橋太郎 (1979) i連体動調句と名詞のかかわりあいについての序説J W言語
の研究1 (むぎ書房〉
寺村秀夫(1975~1978) i連休修飾のシンタクスと意味 その 1~4J W日本
語・日本文化14~7 大阪外国語大学留学生別科
一一一一一(1982) W日本語のシンタクスと意味 11 (くろしお出版〕
中畠孝幸(1990) iiという」の機能についてJ W阪大日本語研究12 大阪
大学文学部日本学科〈言語系〉
藤田保幸 (1991) i引用と連体修飾J W表現研究154 
益岡隆志・田窪行則 (1989) W基礎日本語文法1 (くろしお出版〉
用例出典(出典のないものは作例〕
S F : WS Fハンドブック』朝日:朝日新聞乞食:北杜夫『さびしい乞食』
臨終:山田風太郎『人間臨終図鑑』図鑑:荒俣宏『図鑑の博物誌』私説:筒井
康隆『私説博物誌』幸福:佐藤愛子『こんな幸福もある』時代:小林信彦『時
代観察者の冒険』古典:W古典落語』犯罪:別役実『犯罪症候群』悪女:溢津
龍彦『世界悪女物語』占星:島田荘司『占星術殺人事件』やま:重兼芳子『や
まあいの煙』手帖:W暮らしの手帖』おろ:井上靖『おろしゃ国酔夢語』春夏:
吉行淳之介『春夏秋冬女は怖い』神曲:山田風太郎『神曲崩壊』子午線:木下
順次『子午線の紀り』幻:アイリッシュ/稲葉明雄訳『幻の女』
(大学院後期課程学生〉
